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平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 3. 地域教育活動推進事業

5. 社会教育費

1. 社会教育総務費 社会教育課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 883 0 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

883 883

地域の青少年の健全な育成を図るために学校・家庭・地 地域教育活動推進のための経費 各家庭と学校との意見交換を行うとともに、「子ども１

域の三者が連携して組織しているＰТＡ活動団体の支援を行う。また、 １０番の家」のように、地域で子ども達を育んでいくための意識が向上

児童の生活体験、地域の教育力向上をねらいとした宿泊体験事業を実施 する。また、子どもたちが親元を離れて、年齢の異なる集団の中で一定

する。 の期間、生活をすることにより、社会性・自主性・協調性が高まる。さ

らに地域の方が運営に関わることにより、地域で子どもたちを育てる意

識などが芽生える。

宿泊施設から通学校までの距離や受入可能人数、 学生カウンセラーに対する謝金支出の考え方につ 通学合宿は児童の主体的な活動の機会だけでなく

職員負担の問題から、希望者全員を受け入れたり、対象を広げることが いて、参加費相当額の実費弁償に統一するなど、事業費の圧縮を図った 、地域の方に支援いただくことで地域全体で子ども達を育む環境作りに

難しい状況にある。なお、地域の受け皿が育っていないため、直営で継 。 も寄与する。

続している状態である。 成人教育活動助成補助金の対象


